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令和 8年１０月 20日 

『あいさつヒーローズ』１２８名！！ 

これまで第１回『一輪車』、第２回『タイピング』と、子どもたちのチャレンジを応援

してきた『しんもりヒーローズ』。その第３回として、９月２８日～１０月９日に、気持ちの

よいあいさつができる『あいさつヒーローズ』を募集しました。 

すると、なんと１２８名もの応募があったのです！全校児童５６９名のうち、約 22％

にあたる子どもたちが「自分がお手本になりたい！」と手を挙げてくれました。主体的

なやる気が何よりもうれしく、誇らしく感じました。 

１０月１０日には、応募した子どもたちに「児童朝会で全校児童のお手本になって

もらいます」と伝えました。それからの『あいさつヒーローズ』の意気込みはすばらしく

登下校時のあいさつが今まで以上に活気づきました。 

本当は応募してくれた全員にお手本を見せてもらいたかったのですが、１９日(月)

の児童朝会では、各学年 5～6名が、代表としてあいさつを披露しました。 

 代表の子たちは、単に『大きな声を出す』だけでなく、『相手の目を見る』『名前を

呼んであいさつする』といった大切なポイントを意識して堂々とあいさつしました。 

 

あいさつが当たり前になるように・・・ 

朝会の最後には、全校児童に向けて「これがゴールではなくスタート。ヒーローズ

だけでなく、みんなですてきなあいさつを広げていこう」と呼びかけました。 

あわせて「朝から声が出にくい日は、目を見ておじぎをするだけでもいいよ。」 

「声を出してあいさつすると、心と体にスイッチが入り、朝から元気に活動できるよ」

ということも話しています。 

あいさつが特別なことではなく、「当たり前の習慣」になるように。そして、ここ新森

小路小学校に心を通わせる「あいさつの文化」を深く根付かせたいと思っています。 

 ご家庭でも「今日のあいさつ、どうだった？」「自分からできた？」など、お声がけ

いただき、子どもたちのチャレンジを一緒に応援していただけると幸いです。よろしく

お願いいたします。 


